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マーケティングやセキュリティ上、重要な情報となるアクセス記録を収集・解析しているのは6割弱で、大企業

ほどその比率が高い傾向がある。定期的に行っている企業の比率も、1-9人の規模以外では20％を超え、高い。

アクセス記録の収集・解析は6割弱、大企業ほど積極的
資料3-1-5　アクセス記録の収集・解析状況［従業員規模別］

定期的に行っている 

不定期に行っている 

今後行う予定でいる 

行っていない 

わからない 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100％ 

5,000人以上 
N=159

1,000-4,999人 
N=168

300-999人 
N=188

100-299人 
N=161

50-99人 
N=96

10-49人 
N=165

1-9人 
N=63

全体 
N=1,000 24.4％ 9.1％ 25.4％ 8.7％ 32.4％ 

17.5％ 9.5％ 41.3％ 4.8 
％ 27.0％ 

20.6％ 9.1％ 37.6％ 7.9％ 24.8％ 

22.9％ 10.4％ 30.2％ 
4.2 
％ 32.3％ 

21.7％ 8.7％ 25.5％ 8.7％ 35.4％ 

20.7％ 9.0％ 23.9％ 8.5％ 37.8％ 

26.8％ 8.3％ 19.0％ 10.1％ 35.7％ 

36.5％ 9.4％ 11.9％ 12.6％ 29.6％ 

©impress R&D,2007

アクセス記録の収集・解析を行っている企業の主なアクセス解析ソフトをみると、「ホスティング会社などが提

供する解析ツール」が17.1％でトップとなっている。次いで「自作解析ツール」が13.0％、無料で提供され

ている「Google Analytics（グーグル）」も9.9％となっている。

©impress R&D,2007

0 5 10 15 20 25 30 35％ 

わからない 

その他 

いちにのアクセス解析（イーナチュラル） 

サイトセンサス（ネットレイティングス） 

シビラ（環） 

Visionalist（デジタルフォレスト） 

忍者アクセス解析（旧shinobi）（サムライファクトリー） 

WebTrends（アイ・ティ・フロンティア） 

ClickTracks（アイ・エム・ジェイ） 

SiteCatalyst（Omniture） 

SiteTracker（アスキーソリューションズ） 

Urchin（プロトン） 

オープンソースの解析ツール 

Google Analytics（グーグル） 

自作解析ツール 

ホスティング会社などが提供する解析ツール 17.1％ 

13.0％ 

9.9％ 

7.9％ 

5.8％ 

5.5％ 

4.9％ 

3.7％ 

3.2％ 

3.2％ 

1.8％ 

1.4％ 

1.1％ 

1.1％ 

11.1％ 

30.6％ 

トップは「ホスティング会社などが提供する解析ツール」
資料3-1-6　アクセス解析ソフトの種類（複数回答）　N=568



第
３
部

企
業
利
用
動
向

155

3-1企業ウェブサイト

アクセス誘導対策

＋＋ インターネット白書2007 ＋＋

実施しているアクセス誘導対策をみると、「SEO（検索エンジンで上位に表示されるためのコンテンツ調整）」が

32.2％でトップ、次いで、「紙メディア（雑誌広告やチラシ）にURLを記載して誘導」「検索連動型広告の出

稿（Googleアドワーズ広告、オーバーチュアなど）」となっている。

実施している対策は、「SEO」「紙メディア」「検索連動型広告の出稿」
資料3-1-7　実施しているアクセス誘導対策（複数回答）　N=1,000

資料3-1-8　実施しているアクセス誘導対策（複数回答）［従業員規模別］
従業員規模にかかわらずSEO対策がトップ

0 5 10 15 20 25 30 35％ 

わからない 

特に何もしていない 

その他 

ブログ（ＣＧＭ）プロモーション 

テレビ広告への出稿 

他社のメール媒体へのメール広告出稿 

屋外広告、交通広告 

携帯電話を使った誘導（空メールの受付やQRコードなど） 

他社サイトへのバナー広告の出稿 

会員登録してもらった人へのメールマガジンの配信 

検索連動型広告の出稿（Googleアドワーズ広告、オーバーチュアなど） 

紙メディア（雑誌広告やチラシ）にURLを記載して誘導 

SEO（検索エンジンで上位に表示されるためのコンテンツ調整） 32.2％ 

25.3％ 

20.0％ 

19.6％ 

14.4％ 

11.0％ 

10.8％ 

10.0％ 

9.8％ 

6.5％ 

3.9％ 

32.3％ 

11.3％ 
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従業員規模別にアクセス誘導対策をみると、どの企業規模でも「SEO（検索エンジンで上位に表示されるため

のコンテンツ調整）」がトップ。「検索連動型広告の出稿（Googleアドワーズ広告、オーバーチュアなど）」は大

企業ほど実施比率が高いが、一方「ブログ（CGM）プロモーション」は小規模な企業のほうが実施比率が高い。

©impress R&D,2007

全体 1-9人 10-49人 50-99人 100-299人 300-999人 1,000-4,999人 5,000人以上
N=1,000 N=63 N=165 N=96 N=161 N=188 N=168 N=159

SEO 32.2% 31.7% 34.5% 26.0% 29.8% 29.8% 31.0% 40.3%
（検索エンジンで上位に表示されるためのコンテンツ調整）
紙メディア（雑誌広告やチラシ）にURLを記載して誘導 25.3% 19.0% 21.2% 16.7% 26.1% 26.6% 29.2% 30.8%
検索連動型広告の出稿 20.0% 12.7% 15.8% 17.7% 19.3% 18.6% 20.2% 30.8%

（Googleアドワーズ広告、オーバーチュアなど）
会員登録してもらった人へのメールマガジンの配信 19.6% 14.3% 13.9% 13.5% 19.3% 19.1% 21.4% 30.2%
他社サイトへのバナー広告の出稿 14.4% 7.9% 9.1% 12.5% 8.7% 16.5% 16.1% 25.2%
携帯電話を使った誘導（空メールの受付やQRコードなど） 11.0% 3.2% 7.3% 6.3% 9.9% 10.1% 14.9% 18.9%
屋外広告、交通広告 10.8% 1.6% 4.8% 5.2% 7.5% 12.2% 10.1% 26.4%
他社のメール媒体へのメール広告出稿 10.0% 0.0% 5.5% 8.3% 7.5% 9.0% 13.7% 19.5%
テレビ広告への出稿 9.8% 1.6% 2.4% 5.2% 3.1% 9.6% 13.7% 26.4%
ブログ（CGM）プロモーション 6.5% 11.1% 9.7% 4.2% 5.0% 4.3% 4.8% 8.8%
その他 3.9% 3.2% 4.8% 3.1% 4.3% 4.3% 6.0% 0.6%
特に何もしていない 32.3% 36.5% 40.0% 45.8% 34.8% 33.0% 24.4% 19.5%
わからない 11.3% 9.5% 7.9% 5.2% 9.3% 10.1% 16.7% 17.0%
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効果が高いと思うアクセス誘導対策をみると、「SEO（検索エンジンで上位に表示されるためのコンテンツ調整）」

がトップ、「検索連動型広告の出稿（Googleアドワーズ広告、オーバーチュアなど）」が2位となる。実施して

いる対策（資料3-1-7）と比較すると、「紙メディア（雑誌広告やチラシ）にURLを記載して誘導」は実施比率

は高いが、効果はあまり感じていないことがわかる。

効果が高いアクセス誘導対策は「SEO」「検索連動型広告の出稿」
資料3-1-9　効果が高いと思うアクセス誘導対策［従業員規模別］

SEO（検索エンジンで上位に 
表示されるためのコンテンツ調整） 

検索連動型広告の出稿（Google 
アドワーズ広告、オーバーチュアなど） 

会員登録してもらった人への 
メールマガジンの配信 

紙メディア（雑誌広告やチラシ）に 
URLを記載して誘導 

他社サイトへのバナー広告の出稿 

テレビ広告への出稿 

他社のメール媒体へのメール広告出稿 

携帯電話を使った誘導 
（空メールの受付やQRコードなど） 

屋外広告、交通広告 

ブログ（CGM）プロモーション 

その他 

特にない 

わからない 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100％ 

5,000人以上 
N=159

1,000-4,999人 
N=168

300-999人 
N=188

100-299人 
N=161

50-99人 
N=96

10-49人 
N=165

1-9人 
N=63

全体 
N=1,000

 

20.6％ 

23.8％ 

27.3％ 

20.8％ 41.7％ 13.5％ 

16.8％ 29.2％ 19.3％ 

17.6％ 

20.2％ 

17.6％ 10.7％ 5.7％ 7.5％ 11.3％ 

9.5％ 10.1％ 6.0％ 

8.5％ 7.4％ 5.3 ％ 

4.8 
％ 

9.0％ 

6.2％ 7.5％ 10.6％ 

14.9％ 28.7％ 

19.6％ 20.2％ 

22.0％ 18.2％ 

5.2 
％ 
3.1 
％ 

3.1 
％ 

4.2 
％ 

4.2 
％ 

5.5％ 37.6％ 10.9％ 3.6 
％ 9.7％ 

9.5％ 27.0％ 22.2％ 9.5％ 

6.9％ 6.8％ 28.3％ 16.8％ 

2.9％ 

3.2％ 

2.1％ 

2.7％ 

2.5 
％ 

2.5 
％ 

1.9％ 1.9％ 0.6％ 

0.6％ 
0.6％ 

1.6％ 
1.6％ 

2.1％ 
2.4％ 

3.1％ 

0.5％ 0.0％ 

0.0％ 0.0％ 

1.8％ 

3.0％ 

1.3％ 

1.9％ 

0.6％ 0.6％ 

0.6％ 

1.2％ 

0.0％ 
0.0％ 

1.8％ 
0.6％ 0.6％ 

1.0％ 1.0％ 
0.0％ 0.0％ 

1.2％ 
1.2％ 

0.0％ 
0.0％ 

0.0％ 

0.0％ 0.0％ 

1.8％ 
1.6％ 0.8％ 0.8％ 

0.8％ 0.9％ 

3.8 
％ 

3.2 
％ 

8.8％ 
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ウェブサイトの効果を判断する指標は、「PV（ページビュー）」が40.0％と最も高く、基本となっている。一方

で、ウェブサイトではウェブサイト訪問者が訪問後に何をするかが重要であることから、2位には「商品・サー

ビスの販売額や成約数」の24.1％、3位には「資料請求数」の19.6％と、売り上げに直結する項目が続いて

いる。

©impress R&D,2007

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45％ 

わからない 

特にない 

その他 

ソーシャルブックマーク数 

ブログでの言及 

トラックバック数 

コンバージョン 

滞在時間 

PV（ページビュー数）/UU（ユニークユーザー数） 

ユーザー登録数、会員登録数 

ＵＵ（ユニークユーザー数） 

資料請求数 

商品・サービスの販売額や成約数 

ＰＶ（ページビュー数） 40.0％ 

24.1％ 

19.6％ 

15.5％ 

14.6％ 

10.2％ 

9.8％ 

4.7％ 

4.2％ 

3.6％ 

1.8％ 

0.5％ 

28.1％ 

8.1％ 

ウェブサイトの効果はPVで判断が40％
資料3-1-10　ウェブサイトの効果の判断指標（複数回答）　N=1,000
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65.7％が検索連動型広告に効果を感じている
資料3-1-12　検索連動型広告の効果　N=216

検索連動型広告を導入している企業のう

ち「Googleアドワーズ広告」と「スポ

ンサードサーチ」に広告を出しているサ

ンプルに対してその効果を聞いてみると、

「非常に効果がある」が9.7％、「わりと

効果がある」が56.0％と、65.7％が効

果があると回答している。

まったく効果がない 
0.9％ 

あまり 
効果がない 

4.6％ 

どちらともいえない 
28.7％ 

わりと効果がある 
56.0％ 

非常に効果がある 
9.7％ 
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検索連動型広告を実施していない企業の今後の導入意向をみると、利用予定がある比率は全体で3.3％であり、

利用には消極的である。どの従業員規模でも、利用意向に大きな違いはみられないが、大企業の担当者ほど担

当業務が細分化されていくことから、「わからない」の比率が高くなる。

©impress R&D,2007

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100％ 

5,000人以上 
N=73

1,000-4,999人 
N=93

300-999人 
N=103

100-299人 
N=86

50-99人 
N=59

10-49人 
N=82

1-9人 
N=32

全体 
N=528

3か月以内に利用する予定がある 

半年以内に利用する予定がある 

1年以内に利用する予定がある 

現在利用予定はない 

わからない 

0.2％ 

2.7％ 

6.3％ 

3.7％ 

0.0％ 

0.0％ 
0.0％ 

0.0％ 

0.0％ 

1.7％ 

0.0％ 

0.0％ 

3.5％ 

0.0％ 

0.0％ 

3.9％ 

0.0％ 

0.0％ 

1.1％ 
0.0％ 

1.4％ 

2.7％ 

0.0％ 

71.0％ 25.8％ 

81.3％ 12.5％ 

76.8％ 19.5％ 

81.4％ 16.9％ 

72.1％ 24.4％ 

69.9％ 26.2％ 

67.7％ 31.2％ 

56.2％ 39.7％ 

0.4％ 

検索連動型広告の導入意向は3.3％と導入には消極的
資料3-1-11　検索連動型広告の導入予定［従業員規模別］
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コンテンツ連動型広告の認知をみると、「聞いたことがあるがどういうものか知らない」まで含めた認知度は

78.4％、サービス内容を理解しているのは58.3％、実際に利用しているのは6.5％である。ただし、利用意向

は11.8％とあまり高くなく、その効果を認識していない企業が多いとみられる。

コンテンツ連動型広告の認知度は78.4％、利用率は6.5％
資料3-1-13　コンテンツ連動型広告の認知［従業員規模別］

すでに利用している 

まだ使っていないが利用を検討している 

どういうものか知っているが利用していない 

聞いたことがあるかどういうものか知らない 

知らないし、利用していない 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100％ 

5,000人以上 
N=159

1,000-4,999人 
N=168

300-999人 
N=188

100-299人 
N=161

50-99人 
N=96

10-49人 
N=165

1-9人 
N=63

全体 
N=1,000 6.5％ 40.0％ 20.1％ 21.6％ 11.8％ 

4.8 
％ 31.7％ 31.7％ 27.0％ 
4.8 
％ 

4.8 
％ 40.6％ 24.2％ 24.2％ 6.1％ 

6.3％ 37.5％ 24.0％ 21.9％ 10.4％ 

3.7 
％ 

41.0％ 26.1％ 19.3％ 9.9％ 

4.8 
％ 45.2％ 13.3％ 21.8％ 14.9％ 

6.5％ 45.2％ 14.9％ 19.0％ 14.3％ 

13.8％ 31.4％ 16.4％ 21.4％ 17.0％ 
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ペイパーコール広告の認知をみると、「名前は聞いたことがある」まで含めた認知度は38.0％と半数以下であり、

実際に利用しているのは3.5％にとどまっている。企業規模別にみると、大企業でその利用率が高く、5,000

人以上の企業では利用率が10.1％と高い。

©impress R&D,2007

すでに利用している 

名前は聞いたことがある 

知らない 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100％ 

5,000人以上 
N=159

1,000-4,999人 
N=168

300-999人 
N=188

100-299人 
N=161

50-99人 
N=96

10-49人 
N=165

1-9人 
N=63

全体 
N=1,000

3.5％ 

1.6％ 

0.6％ 

0.0％ 

0.6％ 
4.3 
％ 

4.8 
％ 

10.1％ 

34.5％ 62.0％ 

17.5％ 81.0％ 

35.8％ 63.6％ 

41.7％ 58.3％ 

32.9％ 66.5％ 

38.8％ 56.9％ 

32.1％ 63.1％ 

34.6％ 55.3％ 

ペイパーコール広告の認知度は38.0％、利用率は3.5％
資料3-1-14　ペイパーコール広告の認知［従業員規模別］
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